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議案質疑

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」な
ど
、23
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と

お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

９月定例会
９月１日～９月30日

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

常
任
委
員
会
か
ら
要
望
指
摘
事
項
を
市
長
に
提
出

常
任
委
員
会
か
ら
要
望
指
摘
事
項
を
市
長
に
提
出

◆
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

第
三
学
童
保
育
室
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、待
機
児

童
は
解
消
で
き
る
の
か
。

Ａ　

令
和
５
年
４
月
１
日
よ

り
入
間
野
小
学
童
保
育
室
全

体
の
定
員
が

１
０
０
名
か

ら
１
２
５
名

に
な
り
、
待

機
児
童
は
解

消
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ

て
い
る
。

◆�

建
築
基
準
法
等
関
係
事
務
手

数
料
条
例
等
の
一
部
改
正

Ｑ　

既
存
住
宅
に
長
期
優
良
住

宅
の
認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

Ａ　

今
回
創
設
さ
れ
る
制
度
を

活
用
し
て
長
期
優
良
住
宅
の
認

定
を
取
得
す
る
こ
と
で
、既
存

住
宅
を
売
却
、ま
た
は
賃
貸
用

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
場
合
、

そ
の
物
件
の
付
加
価
値
が
高
ま

る
。一
方
、既
存
住
宅
を
購
入
す

る
場
合
、良
質
な
物
件
を
安
心

し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
際
に

は
所
得
税
の
減
税
対
象
と
な

り
、税
制
面
に
お
い
て
優
遇
さ

れ
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
事
業
で
あ
る
農
業
経
営
継

続
支
援
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰

な
ど
に
伴
い
、燃
料
や
肥
料
、梱

包
資
材
な
ど
の
農
業
生
産
資
材

が
高
騰
し
、影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
農
業
者
に
、経
営
の

継
続
支
援
を
目
的
と
し
て
、農

業
収
入
に
応
じ
て
支
援
金
を
交

付
す
る
も
の
。交
付
要
件
は
、市

内
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者
、ま

た
は
市
内
に
主
た
る
圃ほ

じ
ょ
う場
を
置

く
農
業
法
人
で
、自
ら
農
畜
産
物

を
生
産
し
そ
の
販

売
収
入
額
が
年
間

50
万
円
以
上
で
、引

き
続
き
農
業
を
継

続
す
る
意
思
を
有

す
る
も
の
。

主
な
議
案
審
議

入
間
野
小
第
一・第
二
学
童
保

育
室
の
待
機
児
童
の
解
消
を
図

る
た
め
、第
三
学
童
保
育
室
を

設
置
す
る
も
の

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴

い
、所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

設置場所
入間野小第三学童保育室（仮称）
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議案質疑

Ｑ　

令
和
４
年
３
月
と
４
月
の

保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
。

Ａ　

４
年
３
月
１
日
時
点
の
待

機
児
童
数
は
１
２
３
人
、４
月

１
日
時
点
の
待
機
児
童
数
は
12

人
で
あ
る
。な
お
、入
所
申
請
は

毎
月
受
付
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、待
機
児
童
数
は
年
度
当
初

が
最
も
少
な
く
、年
度
末
に
向

け
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

Ｑ　
令
和
３
年
度
の
狭
山
市
、県
、

国
、近
隣
市
の
生
活
保
護
率
は
。

Ａ　

狭
山
市
が
０・
６
１
％
、県

が
１・３
３
％
、国
が
１・６
３
％

で
あ
る
。近
隣
市
の
状
況
で
は
、

川
越
市
が
１
・
２
％
、所
沢
市

が
１
・
４
１
％
、入
間
市
が
０
・

９
４
％
、飯
能
市
が
１
・
１
２
％
、

日
高
市
が
０
・
９
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

保
健
セ
ン
タ
ー
が
購
入
を

予
定
し
て
い
る
検
査
機
器
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　

Ａ　

視
覚
機
能
を
簡
便
な
方
法

に
よ
り
判
定
で
き
る
機
器
で
、

具
体
的
に
は
、機
械
か
ら
発
せ

ら
れ
る
光
を
数
秒
見
つ
め
る
だ

け
で
、痛
み
を
伴
わ
ず
に
計
測

が
可
能
で
あ
る
。こ
の
検
査
で

は
、屈
折
異
常
を
発
見
し
た
り
、

視
力
の
発
達
の
遅
れ
な
ど
を
瞬

時
に
判
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、

行
動
を
制
御
す
る
こ
と
が
難
し

い
幼
児
な
ど
の
検
査
に
効
果
的

で
あ
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

Ｑ　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
支

援
対
象
と
な
る
世
帯
は
。

Ａ　

令
和
４
年
９
月
30
日
に
お

い
て
市
の
住
民
登
録
が
あ
り
、

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
全
員

が
４
年
度
住
民
税
非
課
税
で
あ

　
歳
　
入

令
和
３
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

る
世
帯
、ま
た
は
、住
民
税
非
課

税
世
帯
以
外
の
世
帯
の
う
ち
、

予
期
せ
ず
に
、４
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
家
計
が
急
変
し
、

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
全
員

が
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

給
付
金
の
周
知
方
法
は
。

Ａ　

課
税
状
況
が
確
認
で
き
た

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、確
認
書

を
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

課
税
状
況
が
確
認
で
き
た

非
課
税
世
帯
に
、令
和
４
年
11
月

中
旬
を
目
途
に
確
認
書
を
送
付

し
、返
送
期
限
を
５
年
１
月
31

日
と
す
る
予
定（
申
請
が
必
要

と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
も
同
様
）。

４
年
度
内
に
給
付
完
了
予
定
。

Ｑ　

申
請
か
ら
振
り
込
み
ま
で

の
期
間
は
。

Ａ　

給
付
要
件
の
審
査
や
振
込

口
座
な
ど
の
確
認
を
行
う
こ
と

か
ら
、概
ね
３
週
間
程
度
の
期
間

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
歳
入

へ
の
影
響
は
。

Ａ　
市
税
は
前
年
度
対
比
１
・
８

％
減
の
２
１
２
億
８
千
万
円

で
、そ
の
う
ち
個
人
市
民
税
は

前
年
度
対
比
３
・
６
％
減
と
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
若
干
あ
っ
た

が
、法
人
市
民
税
は
前
年
度
対

比
11
％
増
と
な
り
、企
業
活
動

が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

使
用
料
及
び
手
数
料
は
、公

立
保
育
所
や
学
童
保
育
室
、公

民
館
な
ど
の
使
用
料
収
入
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
対

比
６
・
９
％
増
と
な
り
、市
民
生

活
の
面
で
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍

前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て

い
る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
費
、ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
費
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
費
等

の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
約
50
億
円
の
国
庫
補

助
金
が
交
付
さ
れ
た
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
関
連
の
経
費
を
差

し
引
い
た
後
の
決
算
の
規
模
が
例

年
よ
り
大
き
く
な
っ
た
要
因
は
。

Ａ　

主
な
要
因
と
し
て
、土
地

開
発
基
金
の
廃
止
・
地
方
交
付

税
の
増
額
に
伴
う
基
金
積
立
事

業
費
の
増
加
、ま
た
、入
曽
駅
周

辺
整
備
事
業
、狭
山
市
駅
加
佐

志
線
整
備
事
業
、笹
井
柏
原
線

整
備
事
業
な
ど
の
事
業
費
の
増

加
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ　

残
業
が
過
労
死
ラ
イ
ン
と

言
わ
れ
て
い
る
80
時
間
を
超
え

て
い
る
職
員
の
人
数
、１
か
月

あ
た
り
の
最
高
時
間
数
、残
業

が
多
い
部
署
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
で
は
管
理
職

を
含
め
78
名
が
超
過
し
て
お
り
、

最
高
時
間
数
は
10
月
執
行
の
衆

議
院
議
員
選
挙
事
務
に
お
け
る

月
２
４
０
時
間
で
あ
る
。

　

ま
た
、残
業
が
多
か
っ
た
所

属
は
保
育
幼
稚
園
課
で
あ
る
。

　
歳
　
出

斜視や弱視の早期発見が斜視や弱視の早期発見が
可能な検査機器可能な検査機器



（ 4 ）

議案質疑

市長提出議案／人事公平委員会委員の選任（栗原秀明氏）、人権擁護委員候補者の推薦（小川洋之氏、川田千春
氏、髙橋光幸氏、朝長里美氏）　条例の一部改正議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用
等の公営に関する条例、職員の勤務時間・休日及び休暇に関する条例、職員の育児休業等に関する条例、学
童保育室条例、建築基準法等関係事務手数料条例等　補正予算一般会計（第５号）、国民健康保険（第１号）、
介護保険（第１号）、後期高齢者医療（第１号）　その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、水道事業、下
水道事業　事業会計の未処分利益剰余金の処分水道、下水道

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

63 令和３年度狭山市一般会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

討 ○ ○

議
長

×
討 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

66 令和３年度狭山市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 令和４年度狭山市一般会計補正予算
（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、議長は採決には参加しません

◆全員が賛成した議案

採決の結果

Ｑ　

霊
感
商
法
に
よ
る
被
害
が

世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
が
、当

市
の
状
況
は
。

Ａ　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
で
宗
教
に
関
す
る
相
談
が

５
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

相
談
内
容
は
、霊
感
商
法
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向
け
た
弁
護

士
委
任
に
関
す
る
相
談
や
、宗

教
法
人
か
ら
購
入
し
た
物
品
の

返
金
に
つ
い
て
の
相
談
、家
族

が
宗
教
の
勧
誘
を
受
け
た
こ
と

に
関
す
る
相
談
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ　

新
た
な
公
共
交
通
機
関
の

導
入
準
備
の
状
況
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
は
実
証
運
行

で
使
用
す
る
車
両
２
台
の
購
入

と
予
約
・
配
車
を
行
う
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、実
証
運
行
計
画

を
策
定
し
た
。

Ｑ　

地
域
力
強
化
事
業
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
買

物
な
ど
の
外
出
支
援
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
新
た
な
見
守
り
の
実
施

に
向
け
た
相
談
、引
き
こ
も
り

者
と
そ
の
家
族
の
居
場
所
と
役

割
づ
く
り
、農
作
業
を
通
じ
た

地
域
福
祉
活
動
者
と
の
連
携
強

化
や
育
成
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
た
。

Ｑ　

令
和
３
年
２
月
に
埼
玉
県

西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
し
た
が
、具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

Ａ　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
共

同
宣
言
を
踏
ま
え
、３
年
度
は

４
年
度
か
ら
の
10
か
年
計
画
で

あ
る
第
３
次
狭
山
市
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、こ
の
環
境
基

本
計
画
に
お
け
る
長
期
目
標
と

し
て
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、実
現
に
向

け
た
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

　

３
年
度
か
ら
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
補
助
事
業
で
は
、

電
気
自
動
車
と
燃
料
電
池
自
動

車
を
加
え
事
業
を
拡
充
し
た
。

　

ま
た
、市
庁
舎
に
お
け
る
電

気
自
動
車
の
導
入
や
民
間
事
業

者
と
の
脱
炭
素
に
関
す
る
連
携

協
定
の
締
結
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
。

Ｑ　

令
和
３
年
度
中
の
入
曽
駅

周
辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

道
路
等
公
共
施
設
整
備
で

は
、県
道
川
越
入
間
線
と
市
道

Ｂ
第
２
９
６
号
線
を
結
ぶ
区
画

道
路
１
号
線
に
お
い
て
雨
水
管

と
汚
水
管
の
布
設
、排
水
構
造

物
の
設
置
、歩
道
・
車
道
の
路
盤

整
備
、２
か
所
の
公
園
予
定
地

に
雨
水
浸
透
貯
留
施
設
を
整
備

し
た
。

　

ま
た
、東
口
の
駅
前
広
場
整
備

に
先
駆
け
、移
転
を
伴
う
２
件

の
補
償
契
約
を
締
結
し
、う
ち

１
件
を
残
し
移
転
が
完
了
し
た
。

　

入
間
小
学
校
跡
地
利
活
用
事

業
で
は
、複
合
商
業
施
設
の
事

業
者
選
定
に
取
り
組
み
、優
先

交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、入
曽
駅
の
東
西
自

由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
化
に
関

し
て
、基
本
設
計
を
実
施
し
た
。

実証運行開始の実証運行開始の
ほりかねデマンドバスほりかねデマンドバス

令和４年第２回臨時会
　　第２回臨時会（10月26日）では、「令和４年度一般会計補正予算（第７号）」の１議案が市長から提出され、議長を除く21人第２回臨時会（10月26日）では、「令和４年度一般会計補正予算（第７号）」の１議案が市長から提出され、議長を除く21人
の議員で採決した結果、原案のとおり可決しました。の議員で採決した結果、原案のとおり可決しました。
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議案質疑・討論

議案に賛 成･反 対します
令和３年度 一般会計歳入歳出決算認定

賛成討論（要旨）▲
３年度は緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置の発出により、市民生活や経済活動に大
きな影響があったため、市は感染拡大防止策
や医療・ワクチン接種推進体制の基盤整備、中
小企業や個人事業主への事業支援などの施策
を展開　

▲

実質収支は黒字、健全な財政運営
であったと評価　

▲

今後も激変する社会情勢
に適応し、緊急事態に対応可能な財政基盤の
構築に努められたい　

▲

親元同居・近居支援
事業などの若い世代に対する施策が奏功し、
市の人口増に大きな効果　

▲

情報端末の活
用・学校トイレ改修など学習環境整備が進行▲

企業立地促進、ビジネスサポート事業など
の市内経済活性化策も充実　

▲

ワクチン接種
のインターネット予約サポート事業「茶チャっ
と予約」は約２万人の利用があり、全国に報じ
られた　

▲

国からの支援金などの交付事業も
スピード感のある対応であった　

▲

地域公共
交通対策事業が着実に進められ、本年度の堀
兼地区デマンドバス実証運行につながった

反対討論（要旨）▲

基地交付金は、固定資産税相当額交付を国
へ要請を　

▲

県の加配教員、市単独の予算を
付けて中学校を含む少人数学級の早期実現を▲

雨水貯留浸透施設設置補助事業は推進キャ
ンペーン期間を設けるなど工夫をして推進を▲

市営住宅の入居率が落ちているため、空き
室の原因を調査し、住民のニーズにあった計
画的な建て替えを　

▲

ファミリーサポートセ
ンター利用支援事業は、母子家庭やヤングケ
アラー世帯も利用できるよう対象拡大を　

▲

新型コロナウイルス感染症防止対策について
は、急患センターでの発熱外来の予約枠を確
保し、冬の感染拡大への備えを　

▲

小・中学校
の就学援助制度について、コロナ禍や物価高
で市民のくらしが厳しい中、子どもたちが安
心して学校生活を送れるよう積極的に適用を
行うことと、部活動費やＰＴＡ費など品目の
拡充を　

▲

事業者にむけて、費用対効果の高
い「店舗・住宅リフォーム補助金事業」の予算
の増額を

常任委員会からの常任委員会からの要望指摘事項要望指摘事項！！
一般会計　
決算　

狭
山
市
の
関
係
人
口
増
加
の
た

め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
手
法
を
さ
ら
に

研
究
し
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

事
業
承
継
や
産
地
間
競
争
な
ど
、

厳
し
さ
を
増
す
茶
業
界
の
状
況

を
踏
ま
え
、
地
域
団
体
と
と
も

に
、狭
山
茶
の
魅
力
発
信
・
消
費

拡
大
お
よ
び
販
売
促
進
に
、よ
り

一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

旧
東
中
学
校
敷
地
に
つ
い
て
は

地
域
課
題
や
将
来
性
を
見
据
え
、

活
用
方
法
を
再
検
討
さ
れ
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、

実
態
調
査
に
基
づ
き
、学
校
を
含

め
関
係
機
関
と
連
携
し
、具
体
的

な
支
援
策
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

民
間
保
育
所
等
職
員
雇
用
費
補

助
金
を
拡
充
し
、正
規
職
員
に
限

ら
ず
、非
正
規
職
員
の
処
遇
も
改

善
さ
れ
る
補
助
金
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
た
、重
要
度
の
高
い
16
橋
を
は

じ
め
、橋
梁
に
つ
い
て
点
検
を
確

実
に
実
施
さ
れ
た
い
。

都
市
基
盤
整
備
全
般
に
係
る
事

業
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

予
算
の
確
保
と
執
行
を
積
極
的

に
実
施
さ
れ
た
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
登
録
者
に
つ

い
て
は
、優
先
世
帯
の
事
情
を
考

慮
し
た
う
え
で
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
等
、
構
造
的
改
修
を
図

り
、１
０
０
％
入
居
で
き
る
よ
う

に
さ
れ
た
い
。

小谷野市長（左）に要望書を渡す

１２３ 総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

１２

建
設
環
境
委
員
会

１２３

太田議長（中）、土方副議長（右）

討
論
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委員会活動報告

  

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、総
務
経

済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ

い
て
、慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
第
59
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で
は
、６

款
農
林
水
産
業
費
の「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
事
業
費
」の
支
援
内
容
に
つ
い
て
多
く

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
案
第
63
号

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
の
審
査
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
影
響
、委
託
事

業
人
件
費
の
算
出
方
法
、選
挙
管
理
委

員
会
の
体
制
、消
防
団
の
体
制
、事
業
者

へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
、

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
教
室
の
実
施
状

況
、通
学
路
の
安
全
対
策
、自
主
防
災
組

織
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
、17
の
要
望
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
中
か
ら
、３
つ
の
要
望
指
摘
項
目
を

決
定
し
ま
し
た
。

※�
要
望
指
摘
事
項
の
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、交
通
空
白

地
帯
の
解
消
や
市
内
循
環
バ
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、担
当
部
門
と
多
く
の
協

議
会
を
重
ね
、令
和
２
年
12
月
に「
狭
山

市
の
地
域
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
提
言
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
あ
り
、10
月
５
日
よ
り

「
ほ
り
か
ね
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」の
実
証
運

行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、運
行
の
状
況
確
認
や
、利
用

者
の
声
な
ど
を
集
め
な
が
ら
、地
域
の

実
情
に
即
し
た
旅
客
輸
送
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
よ
う
、注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
、来
年
度
か
ら
入
間
野

小
学
校
に
第
三
学
童
保
育
室
を
開
設
す

る
こ
と
に
伴
う
学
童
保
育
室
条
例
の
一

部
改
正
や
、令
和
３
年
度
狭
山
市
一
般

会
計
と
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、後

期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
、９
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
第
63
号

Ｑ　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

取
り
扱
っ
て
い
る
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
に
は
、　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
相

当
す
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
み
を
理
由
と

し
て
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

取
り
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
な
い
が
、

リ
ス
ク
の
１
つ
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が

あ
り
、要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

で
対
応
し
て
い
る
要
支
援
家
庭
は
５
件

あ
る
。ひ
と
り
親
家
庭
で
兄
弟
の
面
倒

※１

を
見
て
い
る
、ひ
と
り
親
家
庭
で
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
、不
登
校
な
ど
で
親

な
ど
を
介
護
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

で
、い
ず
れ
も
小
・
中
学
生
で
あ
る
。

Ｑ　

民
間
保
育
所
等
職
員
雇
用
費
補
助

金
の
補
助
の
対
象
を
正
規
職
員
に
限
る

理
由
は
。

Ａ　

正
規
職
員
に
毎
月
１
万
６
千
円
、

３
８
２
０
人
分
を
支
給
し
て
い
る
が
、

非
正
規
職
員
を
含
め
る
と
、こ
の
２
倍

ほ
ど
の
予
算
が
必
要
に
な
る
。県
内
に

は
当
補
助
金
を
交
付
し
て
い
な
い
市
が

あ
る
こ
と
や
、交
付
し
て
い
る
市
の
中

で
も
狭
山
市
の
補
助
額
が
低
く
な
い
こ

と
を
踏
ま
え
、安
定
し
た
雇
用
が
可
能

な
正
規
職
員
に
限
定
し
て
支
給
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

文教厚生委員会のようす

総　
務　
経　
済

　

委　
員　
会

文　
教　
厚　
生

　

委　
員　
会

主
な
議
案
質
疑

主
な
議
案
質
疑

総務経済委員会のようす

デ
マ
ン
ド
実
証
運
行
に
つ
い
て

※１　ヤングケアラー…本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どものこと
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建　
設　
環　
境

　

委　
員　
会

議会広報アンケートを実施しました！
　広報委員会では、現状把握と今後の改善を目的として、令和４年９月に無
作為に抽出した市民1,000人を対象とした議会広報アンケートを実施しまし
た。ご協力いただいた方に御礼申し上げます。
　集計結果は、次号の議会だより令和５年２月号で、お知らせする予定です。

  

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、入
曽
駅
周

辺
整
備
事
業
に
お
け
る
道
路
整
備
な
ど

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。現
地
視
察
を
実
施
し
、

整
備
状
況
と
図
面
と
の
整
合
性
を
確
認

し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

１　
駅
前
広
場
、道
路
整
備
工
事
進
捗
状
況

　

駅
前
広
場
に
、毎
時
75
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
降
雨
に
耐
え
ら
れ
る
雨
水
浸
透
貯

留
施
設
が
設
置
さ
れ
、路
盤
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２　

複
合
商
業
施
設
の
誘
致

●
区
画
道
路
１
号
線
の
開
通
見
込
み
時
期

　

金
融
機
関
の
移
転
に
伴
う
基
本
設
計
・

実
施
設
計
・
各
種
申
請
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、令
和
４
年
12
月
に
鉄
骨
の
発
注
・

制
作
、５
年
３
月
か
ら
建
築
工
事
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。完
成
後
、店
舗
の

引
っ
越
し
、旧
店
舗
の
解
体
が
行
わ
れ
、

６
年
５
月
に
用
地
引
き
渡
し
と
な
り
、

そ
の
後
、道
路
築
造
工
事
を
行
い
、６
年

11
月
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

●
入
間
小
学
校
跡
地
の
ケ
ヤ
キ
の
後
継
木

　

９
月
５
日
現
在
、約
２
０
０
本
の
後

継
木
が
育
て
ら
れ
順
調
に
生
育
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。今
後
は
、引

き
受
け
希
望
の
方
を
募
り
頒
布
さ
れ
る

予
定
で
す
。

３　

橋
上
駅
舎
及
び
東
西
自
由
通
路
の

整
備
に
お
け
る
実
施
設
計
の
進
捗
状
況

　

現
在
の
詳
細
図
面
設
計
と
構
造
計
算

を
経
た
後
、建
築
審
査
会
の
許
可
通
知

を
受
け
建
築
確
認
申
請
が
な
さ
れ
る
予

定
で
す
。債
務
負
担
行
為
設
定
と
施
工

協
定
締
結
の
後
、令
和
５
年
５
月
に
契

約
手
続
き
を
完
了
さ
せ
、７
年
３
月
予

定
の
ま
ち
び
ら
き
ま
で
に
工
事
完
了
を

目
指
し
ま
す
。そ
の
後
、旧
駅
舎
の
解
体

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

所管事務調査のようす

所
管
事
務
調
査

　第３回定例会から閉会日に行われる各常任委員長に
よる委員長報告において、執行部と議員の議場への情
報端末の持ち込みを一部開始しました。
　議場への情報端末の持ち込みについては、議会のデ
ジタル化やペーパーレス化を進めるうえで、基本的か
つ重要な要素と捉えていますが、全面的に開始するた
めには、持ち込みのルールを定める必要があることか
ら、まずは現状把握と課題確認のために、対応可能な範
囲で実施しました。

　情報端末の議場への持ち込みに伴う課題への対応や
今後の展開については、議会運営委員会とデジタル化
推進特別委員会が連携し、引き続き協議していきます。

議会の
デジタル化

　　議場への情報端末の持ち込みを一部開始しました！
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◆こども医療費支給対象年齢拡大の検討見通し
　検討に要する時間はどのくらいで、いつ頃を
めどに結論を出すように考えているか。
市長 これまでも複数の議員から対象年齢の拡
大に向けた同様の意見、要望があった。本市とし
ては、子どもに関連する施策の推進を強化して
いくという意味も込めて、組織改正を行い、令和
４年４月にこども支援部を新設し、対象年齢を

18歳まで拡大することを目指して検討をして
いる。なお、検討に要する時間、また結論が出る
のはいつかということについては、なるべく早
期にという考えでいるため、来年度予算編成の
中で、その実施の可否について判断をすること
になると考えている。

◆市内の募金額と自治会経由の募金額の実績は
　３年度の実績は。
　　　　 ※（以下実績額・自治会経由額・自治
会経由率の順）緑の募金は253万5,231円・253 
万3,231円・99.9 ％、愛 の 募 金 は247万6,742円・
247万6,742円・100％、日本赤十字社会員増強運
動による募金は421万8,414円・401万1,942円・
95.1％、社会福祉協議会会員募集に伴う会員会
費は630万1,500円・502万8,000円・79.8％、赤い
羽根共同募金は663万6,304円・469万6,908円・
70.8％、地域歳末助け合い募金は476万7,726 
円・417万8,755円・87.6％である。

福祉部長

こども医療費を高校生にも／自治会経由募金活動の負担減を
三浦　和也（改進）

ま
も
な
く
供
用
開
始
の

�

笹
井
柏
原
線

◆早期着工、早期供用開始に向けて
　都市計画道路の整備を早期に進めるための方
策は。また、重点的に取り組むべき事柄は。
　　　　　　  国の交付金等予算の確保を図り、
社会情勢を見極め、ＰＤＣＡサイクルを継続し、
必要に応じ整備計画を更新することが必要と考
えている。また、事業の推進にあたって重点的に
取り組むべきことは、協力をいただく地権者の方
への丁寧な対応を心がけるとともに、工事実施
における周辺環境への配慮であると考えている。

都市建設部長◆都市計画道路整備の進捗状況について
①道路整備の進捗状況は。
②現在整備中の笹井柏原線と狭山市駅加佐志線
の供用開始時期は。
都市建設部長 ①狭山市全体の都市計画道路は
21路線あり、総延長６万3,525ｍのうち、令和４
年３月末現在４万5,092ｍの整備が完了し、整備
率は約71％である。
②笹井柏原線は、５年３月末の供用に向け取り組
んでいる。狭山市駅加佐志線は、８年度末の供用
に向け事業を推進している。

内藤　光雄（新政みらい）
都市計画道路の早期着工、早期供用開始に向けて！

その他のテーマ

▼交通死亡事故ゼロに向けた、交通事故撲滅の取り組み！

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード
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一　般　質　問そこが聞きたい!!

◆マイナンバーカード
　カードの取得は任意。説明はどのように行っ
ているか。
　　　　 マイナンバ
ーカードの取得は任 
意であり、カードの交
付申請サポートにつ 
いては取得を希望す 
る方のみを対象とし
ている。市民から問い
合わせがあった際は、
取得は任意であるこ
とを説明している。

◆情報格差
　デジタル化が進む中で、市民生活において情報
格差が発生することも考えられるが、対策は。
　　　　　　  情報通信技術を活用できない方へ 
の情報格差の解消への対応については、スマート
フォンやパソコンの操作についての講座を公民
館などで行い、市民の多様なニーズを考慮しなが
ら、情報格差の解消に努めていく。

◆重要土地規制法
　重要土地規制法についての市民への情報提供
と説明を行うことへの見解は。
企画財政部長 国から正確な情報が示された後に、
速やかに市民への情報提供と説明に努めていく。

企画財政部長

マイナンバーは便利ばかりではない！危険性も周知しては
猪股　嘉直（日本共産党）

市民部長

◆軽度・中等度難聴児への支援拡充を
①難聴が分かった子どもの心身の発達のために
は早期の補聴器装着が有効とされているが、費
用が高額となる。市では障害者手帳交付の対象
とならない軽度・中等度難聴児へ補聴器購入補
助を行っているが、交付額は基準額の３分の２。
これを全額補助にする考えは。
②対象年齢を18歳以上に拡大する考えは。
　　　　 ①現時点で見直しは考えていない。
②聴覚障害補聴システムの給付にならって、大
学、短期大学、専門学校などに通学している場
合に限り対象とするよう、検討中である。

◆冬場に備えて急患センターに発熱外来を
　第７波では感染が急拡大し、発熱外来を受診
できない状況が生まれた。冬場の感染に備えて
急患センターに発熱外来を設置する考えは。
健康推進部長 第７波の爆発的な感染拡大によ
り市内の診療検査医療機関が逼

ひっぱく

迫している状況
を受け、令和４年８月11日から急患センター
の業務として発熱外来を開始した。同センター
を運営する医師会からの要請を受け、発熱外来
の安定的な運営が確認されるまでの間、積極的
な周知を控えているが、効果的な運営形態が可
能となるよう、引き続き医師会との調整を図っ
ていく。

急患センターに発熱外来を／難聴児への支援の拡充を
大沢　えみ子（日本共産党）

▼人工呼吸器用バッテリー等を日常生活用具に

福祉部長

その他のテーマ

補
聴
器
は
片
耳
で
も

　
　
　
　

非
常
に
高
額

その他のテーマ ▼マイナンバーカードの普及率　 ▼重要土地規制法の役割

２万ポイントで普及を進める国

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード
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録画配信の
２次元コード

◆学校などの整備に向けた前向きな答弁だと受
　け取る
　「立地特性に優れた東中学校跡地を含む土地利
用転換構想地区は、様々な社会的土地利用のニー
ズが高まってくるのではないかとも感じている」
との答弁だが、工場・企業の誘致でなく、提案し続
けている学校などの整備も選択肢の一つか。
市長 入間川地区にある小・中学校を再整備する
ことは通学する児童・生徒の関係や財政的にも多
くの課題があると捉えている。

◆安心・安全に学校生活が送れるようエアコン
　の点検や修繕を
　今年は４月から８月までにエアコンの故障な
ど18件発生しており、来年以降も、今年以上に

猛暑や真夏日が早く訪れ、長く続くことも考え
られるが、 対処や解決方法は。
生涯学習部長 今後も国の補助金を活用しつ 
つ、故障や不具合の発生が懸念される学校の空
調設備は、計画的に更新を進めていく。

◆富士見小学校と入間川東小学校の屋外トイレ
　は改善が必要
　富士見小学校は建築現場で使用されている物
と同様、入間川東小学校はドアのガラス部分が
大きく中が丸見えのような状態、また、両校とも
男女共用の和式トイレであり、改修などできな
いのか。
　　　　　　 校庭の利用者には、体育館内の 
トイレ使用も併
せて案内する。
また、屋外トイ
レは必要な修繕
を行っていく。

生涯学習部長

東中学校跡地の活用、市長は思い切った政策転換をすべき
金子　広和（はつらつ創造）

録画配信の
２次元コード

千葉　良秋（自由民主党）
選挙は主権者の思いを政策に反映する機会！

　期日前投票所を駅前やスーパーなどへ設置を拡
大してほしいが、どのような設置基準なのか。
選挙管理委員長 期日前投票所の設置の基準と
して、急な選挙においても投票所として使用で
きること、駐車場を確保できること、高齢者や障
害者も利用可能であることなどが総務省より示
されている。また、二重投票の防止のために、回
線が接続されていない場所においては、無線に
よる選挙サーバーとの通信が必要となる。現時
点において、駅前やスーパーなど、人が多く出入
りする場所への設置は難しいと考える。

　今後、さらに進む社会の高齢化において、高齢
者に対しての移動支援など、投票しやすい環境
を整備する考えは。
選挙管理委員長 高齢者への対応としては、投 
票所までの送迎サービスとして、巡回バスやデ
マンドタクシーによる移動支援が考えられる
が、移動支援対象者の範囲、利用者負担の有無、
費用対効果などを見極める必要がある。市内の
タクシー事業者から情報収集を行っているが、
今後も引き続き調査研究していく。

　 　 　 　 　 　 　 ▼年代別の投票率向上の施策
その他のテーマ ▼狭山市における投票率の推移

富士見・入間川東小の屋外トイレ
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一　般　質　問そこが聞きたい!!

録画配信の
２次元コード

①狭山市の被害想定の重点ポイントは。
②大地震発生後の対策は。
③各自治体の防災計画に「災害シナリオ」が盛
り込まれたが、狭山市の考えは。　　
　　　　 　①狭山市に最も大きな影響を与え
る地震は、立川断層帯地震ととらえ、被害想定
対象地震としている。また、想定される被害の
最大値は、最大震度６弱で、建物被害は、全壊・
半壊合わせて、1,818棟、人的被害は、死者・負
傷者合わせて、314人、帰宅困難者数は、10,228
人とされている。市民は、被害をイメージし、
建物の耐震化、家具類の転倒防止対策、備蓄な
どの備えを整えておくとともに、地域において
防災訓練などを充実させることが重要である。

②地域防災計画などに基づき、直ちに災害対応
業務を行うとともに、各種事業所や団体などと
の応援協定などにより、早期の応急復旧に取り
組んでいく。
③災害シナリオは、「電気・水道などのライフラ
インが停止」など、地震発生後に起こり得る事態
を具体的に、時系列に示すことで、何が起こる
か、何をすべきかを想像し、それぞれの立場で危
機意識をもって、どのように対応していくかを
考えるきっかけとなり、地域防災力の向上につ
ながるものと考える。今後、県が地震被害想定の
見直しを行った際に、災害シナリオの作成を検
討する。

　今後予想される首都直下地震への備えと発生後の対策
齋藤　誠（公明党）

危機管理監

録画配信の
２次元コード

①旧軍排水路の設置目的や経路、所管部署は。
②耐用年数が一般的に50年であるヒューム管
が埋設され、84年が経過している。地震や自然
災害などによる陥没が起きれば、人や建物など
へ多大な被害が出ると想定されるが、現在行っ
ている安全対策は。
③市内に存在する設備であることから、市が一
義的に調査を行い対応すべき事案と考えるが見
解は。
企画財政部長 ①資料によると、昭和13年の旧陸
軍士官学校設立に伴い、当時の豊岡飛行場、現在
の入間基地からの排水を流すために築造され
たもので、基地北側から入間川地区の市街地を
通って田島屋堰付近の入間川に至る延長約735
ｍの排水路と、現在の博物館前の道路を通って 

霞川に至る延長約640ｍの霞川排水路の２つで
ある。市が保有している資料に所管に関する記
録はないが、これまでの協議や要望は防衛省北
関東防衛局、財務省関東財務局と航空自衛隊入
間基地に対して行ってきた。
②市道に埋設されている区間は、道路管理者な
どによる道路パトロールなどの際に、他の箇所
と合わせて陥没などがないか安全確認を行って
いる。
③国が所有する施設であることから、市単独で
調査を行うことはできない。今後も国に対して
所管の明確化と調査などの実施を求めていく。

入間基地北側周辺に存在する旧軍排水路
福田　正（改進）

埋設されている排水管のイメージ
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その他のテーマ ▼ 中学校校則公開・見直しの状況 ▼機能別消防団の検討を ▼女性消防団の活動拠点整備を

れる。以前、水道水を利用するウォーターサーバ
ーの導入に向け検討をしたが、実現には至らな
かった。ごみの削減効果や実施状況など導入自
治体の事例を研究していく。

◆学校でウォーターサーバー導入を！
　熱中症のリスクが高い時期に、小中学校に給
水スポットを設置することについての見解は。
　　　　　　 熱中症対策として、全校にエアコ
ンが設置され、適度な室温環境の中で生活をし
ている。児童生徒に水筒の持参を促し、屋外での
活動や登下校時にも適宜水分補給をし、水筒の
中身が足りなくなった
場合、水道水を飲用し
ている。ウォーターサ
ーバーの設置について
は今後、研究していく。

熱中症対策・備蓄品として活用を

総務部長

◆近隣市や全国でも設置が進んでいます！
　公共施設に熱中症対策の観点から給水スポッ
トを設置することについての見解は。
健康推進部長 マイボトルに給水可能な給水ス
ポットを公共施設に設置している先進自治体の
状況も調査し、各公共施設の所管課と導入の可
能性について研究していく。

◆2050年カーボンニュートラル達成に向けて
　市庁舎に給水スポットを設置すればプラスチ
ックごみ削減が期待されるが、見解は。　　
　　　　 給水スポットについては、マイボトル
を活用することでペットボトルなどの使い捨て
容器を減らし、プラスチックごみの削減が図ら

①「最低売却価格は撤去費等を引いた金額」で
あると選定委員会の全委員が確認したにも関わ
らず、市の負担で擁壁工事を行うことになった
理由と工事費が正当だとする根拠は。
②市が優先交渉事業者に工事費負担を依頼した
文書は存在するのか。
③優先交渉事業者が市に提出した変更工事に
係る経費についての資料には、コストは平成29
年２月現在の概算金額であり、今後、詳細図面
の作成と詳細見積りにより金額が変更となる場
合があるとされているが、正式な金額なのか。
　　　　　　 ①優先交渉事業者からは既存の
擁壁を利用する提案であったことから、近隣住
民の安全対策の要望を踏まえた追加の工事費用
について協議した結果、当初の提示価格では賄

えない変更工事の経費は市が負担することとし
たものである。変更工事に係る経費の内容が妥
当であるか、技術的・専門的な資格などを有し、
本業務の支援を委託していた事業者に確認して
いる。
②契約締結の直前に急遽優先交渉事業者と協議
を行い、土砂災害警戒区域の指定解除に向けて、
擁壁築造に係る変更工事を、文書ではなく直接
口頭で要請した。
③優先交渉事業者から提出のあった「土砂災害
警戒区域の解除に向けての変更工事に係る経費
について」に記載された3,540万円となる。

企画財政部長

事
実
確
認
の

　
　

で
き
な
い
行
政
執
行

学校教育部長

市役所や学校などの公共施設に給水スポットを設置しよう！

録画配信の
２次元コード

笹本　英輔（改進）

　市有地売却の行政手続きは選定委員会の決定に反してないか
田中　寿夫（市民派無所属）

録画配信の
２次元コード
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　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です。）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

①ケヤキを切ることに決まった経緯は。
②樹木医の観察では、木そのものが衰退してき
ているとのことだが、診断書はあるか。
③事業者が緑を守り育てることや景観を守ること
を頑張っている中で、ケヤキを残す方向で協議す
ることについての見解は。
都市建設部長 ①樹木の専門家からは大木であ
ることから、移植しても根づく保証はなく、さら
に多額の費用が必要になると意見を伺ってい
る。複合型商業施設の出店について、より制約の
ない魅力ある提案を求める必要があるなど、ケ
ヤキを残すことは難しいと判断し、伐採、抜根を
決定した。
②樹木医に観察証明や診断書などを作成してい
ただいたわけではなく、専門家に現地でケヤキ

の状態を診断していただいた。改めて、樹木医
に業務委託をして、ケヤキの状態を診断してい
ただき、意見を求めている。
③複合商業施設の土地利用計画によりケヤキの
周辺は駐車場として利用するため、アスファル
ト舗装で整備することになり、衰退がさらに進
む可能性が高いと考えている。また、台風や老化
などにより枝の落下や倒木による人的、物的被
害のリスクがさらに高まることが想定され、安
全面での懸念が払拭されない限り、現状におい
ては難しいものと考えている。

その他のテーマ ▼  入曽駅周辺整備事業について

◆子どもの健全育成のための、親への支援拡充
　中学生、小学生分の給食費を無償化にするこ
とについての見解は。
学校教育部長 学校給食法において、給食セン
ターなどの施設や設備、運営に伴う人件費など
の経費は自治体が負担し、それ以外の学校給食
食材費などは原則保護者が負担すると定められ
ており、学校の設置者である自治体と保護者と
の協働により、学校給食が円滑に実施されるこ
とが期待されるとの法の趣旨に基づき対応すべ
きものと考えている。

◆３歳児未満の保育料、保護者負担は大きい！
　第２子以降の保育料を無償化にすることにつ
いての見解は。
こども支援部長 県の多子世帯保育料軽減事業
費補助金により、第３子以降の保育料は半額と
なっており、令和３年度からは残りの２分の１
を市が補助することで全額無償化とした。第２
子以降の保育料については、県の補助制度もな
いことから、現段階では無償化する考えはない。

◆小学生より高い保
　育園児の給食費！
　保育園などにおける
副食費を無料化するこ
とに対する見解は。
　　　　　　　 現段階
では副食費を無償化す
る考えはない。

こども支援部長

その他のテーマ ▼ 区画整理のまちづくりへの影響 

▼東中学校跡地の利用 ▼柏原、水富地区のまちづくり 親の支援はこども・未来への支援

ケ
ヤ
キ
を
生
か
す

　
　

計
画
に
見
直
し
を

録画配信の
２次元コード

入間小学校跡地のケヤキについて
衣川　千代子（日本共産党）

予測できない、見込みは立ててない、計画はない、との答弁

録画配信の
２次元コード

高橋ブラクソン久美子（市民派無所属）
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　　 �一般質問は､ 議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を
市政に届けるものです｡９月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡

こ
こ
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て
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い
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郵
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お
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し
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す
の
で
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会
事
務
局
に
ご
連
絡
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だ
さ
い
。　
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４
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２
９
６
８
‐
６
５
７
２

◆こども基本法
　こども基本法制定の意義についての見解は。
こども支援部長 子どもに関する法律は、児童福
祉法や母子保健法などの個別法はあるものの、
子どもを権利の主体として位置づけ、その権利
を保障する総合的な法律はなかった。こども基
本法では、すべての子どもが個人として尊重さ
れ、基本的人権が保障されること、こどもの意見
が尊重され、子どもの利益が
優先されることなどを基本
理念に掲げ、子どもの権利と
しての一層の福祉の充実と、
より子どもの視点に立った
施策の展開を喚起するもの
であると考えている。

◆放課後児童健全育成事業(学童保育室)
①「狭山市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例」には、「事業者
は、その運営の内容について、自ら評価を行いそ
の結果を公表するよう努める」とあるがどのよ
うになっているか。
②児童に対してアンケートを実施することにつ
いての見解は。
　　　　　　　 ①指定管理者制度により運営
している学童保育室については、保護者へのア
ンケート調査を実施することにより、運営の点
検を自ら行い、改善に努めている。本年度は市が
運営している学童保育室についても、アンケー
ト調査を実施する準備を進めており、結果の公
表についても方法を検討している。
②保護者だけでなく、児童にもアンケートを実
施したいと考えている。

こども支援部長

　全てのケアラーが個人として尊重され健康で
文化的な生活を営むことができる社会の実現を
目的とし、令和２年３月、県は全国初となるケア
ラー支援条例を制定した。ケアラーの権利を守
りますとの意思を明確に表明するため、市でも
条例を制定すべきと考えるが見解は。
福祉部長 市では全国的にも早い段階から福祉
のトータルサポート体制を取り入れ、関係機関
との連携により、包括的な視点か
らの支援体制を構築し、ケアラー
やケア対象者を含めた世帯全体へ
の複合的課題に対応していること
から、条例を制定せずとも実質的
にケアラーの権利を守る姿勢は表
明できている。

　令和元年10月、神戸市で先の見えない介護へ
の不安や心労から悲惨な事件が起きた。このよ
うな事件は二度と起こさせてはならないと強く
思うが、条例制定についての見解は。
市長 市では、高齢化社会の到来を見据え、トー
タルサポート推進室を早期から設置し、一人一
人に寄り添った対応を行ってきた。また、ヤン
グケアラーの実態を把握するため、福祉部局と
教育委員会部局が連携し調査を実施した。国で
はヤングケアラー支援を法制化する協議がされ
ており、こうした中、法令整備などについて今後
研究を進めていくが、現段階では、既に県が多く
の課題を包含するような条例を制定しているこ
と、市町村として具体的な施策の強化が求めら
れていることから、同様の条例を制定するので
はなく、具体的な施策の強化に向けて、人的資源
を有効に活用し、ケアラーの支援の充実に努め
ていく。
その他のテーマ ▼  ケアラーを支援する施策の推進を

録画配信の
２次元コード

地域共生社会の実現に向けて！
加賀谷　勉（公明党）

録画配信の
２次元コード

子どもは、権利の主体者。大人は意識改革を
綿貫　伸子（公明党）
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　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です。）

一　般　質　問そこが聞きたい!!

その他のテーマ ▼ 環境配慮行動と脱炭素社会 ▼指定管理者制度の中の公民館 ▼地元との協力・信頼関係

録画配信の
２次元コード

◆第３次狭山市環境基本計画の基本目標１から
　５の関係は？
　重点目標である基本目標１の総合指標に、温
室効果ガス排出量目標値を設定しているが、基
本目標２から５には、排出量の目標値は設定さ
れていない。基本目標２から５は、温室効果ガス
排出量削減目標値に対し、どのような関係か。
　　　　　　 それぞれの施策は補完し合う関
係にあり、基本目標
１の温室効果ガス排
出量の抑制などの総
合指標については、
基本目標２から５の
施策の推進が寄与す
ることとなる。

◆燃やすごみの燃焼で発生する、二酸化炭素に
　ついての考えは
①2050年の実現を目指すゼロカーボンシティ
とは、燃やすごみの燃焼による温室効果ガス排
出量もゼロを目指すという考えか。
②燃やすごみの焼却によって発生する二酸化炭
素が、排出量削減の指標には含まれていない理
由は。
　　　　　　 ①政府の温室効果ガスの排出量
実質ゼロという方針は、化石燃料に由来するも
のが対象であり、市も同様である。
②燃やすごみである紙や、生ごみ、草木を燃焼し
て発生した二酸化炭素は、植物が成長過程で大
気中から吸収した二酸化炭素であることから、
吸収と焼却による排出で、プラスマイナスゼロ
となり、大気中の二酸化炭素は増えないため、温
室効果ガスの排出量には含めていない。しかし、
燃やすごみの減量化の取り組みは、ゼロカーボ
ンシティの実現に、重要な施策と考えている。

広山　清志（公明党） 
ゼロカーボンシティの実現に向けて！

環境経済部長

環境経済部長

STOP The 地球温暖化！

◆信号機設置要望の継続を
　区画道路１号線が開通する接続部は、交通安
全上の配慮から、信号機設置の要望があったと
思われるが、現在の経過は。
　　　　　　 県警本部との協議では、入曽交差
点から新設される区画道路１号線と交差点との
間隔が短く、信号機設置基準に示される要件を
満たさず、現時点では、設置は困難な状況である
が、引き続き設置に向けた要望を続けていく。

◆今後の変化に応じた安全確保を
　入間小学校跡地の複合商業施設の営業開始に
伴い、市道Ｂ第300号線に流入してくる車両へ
の対処方法はどのように考えているか。

　　　　　　 現時点では、流入を見込んではい
ないが、営業開始後の状況を見ながら、対応を検
討していく。

◆踏切に近い信号機設置の条件等
　信号設置の条件として、距離を規定する指針
などは示されていないものの、踏切が付近にな
いことが要件としてあるが、踏切に近い交差点
で例外的に信号機を設置する場合はあるのか。
　　　　 交差点改良など必要な整備をした上
で、信号機を設置する場合もあるとのことだが、
設置は警察署と公安委員会の判断となる。

都市建設部長

対
象
の
県
道
川
越

入
間
線
の
接
続
道
路

都市建設部長

市民部長

録画配信の
２次元コード

入曽駅周辺整備事業による道路環境の変化に伴う安全確保を
西塚　和音（はつらつ創造）



　各地区の公共交通の現状と高齢化率、商業施設・医療施設の立地数
などを考慮し、堀兼地区をモデル地区として、10月５日（水）からデ
マンドバスの実証運行が開始されました。デマンドバスとは、既定の
経路や時刻表がなく、事前の予約によりタクシーのように自宅から
目的地までドア・ツー・ドアで運行する乗り合い型の交通手段です。

10月より実証運行開始のほりかねデマンドバス

市議会の活動

基地対策特別委員会

入間基地へ要望書を提出

　10月17日（月）、市民生活の安全と生命
財産を守る立場から、議長と基地対策特
別委員長、副委員長が、航空自衛隊入間基
地を訪れ「入間航空祭における航空機の
安全飛行の徹底について」の要望書を提
出しました。
　この要望では、事前の訓練を含めた安
全飛行の徹底のほか、航空祭当日の周辺
道路の渋滞緩和対策や来場者などの新型
コロナウイルス感染症の感染防止対策を
講じるよう要望しました。

入間基地副司令（右）に要望書を渡す
議長（中）、正副基地対策特別委員長（左）

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
狭 山 市 議 会 で は、本 会 議 の
映像をインターネット配信
しております。
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　三浦　和也
　広山　清志
　田中　寿夫
　衣川千代子
　福田　　正
　千葉　良秋
　西塚　和音
　内藤　光雄
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次号の議会だよりは次号の議会だよりは
　　　　２月10日発行です　　　　２月10日発行です

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せは議会事務局へ ☎ 04-2968-6572
　　　　　　　　　　 FAX  04-2955-2396 

12月定例会の予定12月定例会の予定
11月24日（木）　開会、議案説明
　　 28日（月）　 議案質疑
　　 29日（火）～30日（水）　常任委員会
12月２日（金）～６日（火） 一般質問
　 　12日（月）　委員長報告、採決、閉会
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